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令
和
三
年
度
の
医
学
振
興
銀

杏
会
総
会
は
、
C
O
V
I
D

－

19
の
拡
大
に
伴
い
、
昨
年
度
同

様
規
模
を
縮
小
し
て
5
月
29
日

に
行
わ
れ
た
。
密
を
避
け
な
が

ら
、
医
学
部
正
面
の
佐
多
・
楠

本
両
博
士
の
胸
像
に
役
員
に
よ

る
献
花
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

マ
ス
ク
を
外
し
て
毎
年
恒
例
の

写
真
撮
影
を

行
っ
た
。
例

年
開
催
さ
れ
る

級
会
・
支
部
交

流
会
・
懇
親

会
は
中
止
さ

れ
た
。

　
総
会
は
Z
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
で
あ
っ
た
。
吉

川
理
事
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

C
O
V
I
D

－
19
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
当
会
が
益
々
発
展

す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
の
挨

拶
の
後
、
全
代
議
員
2
9
9
名

の
87
％
に
あ
た
る
2
6
0
名
の

書
面
議
決
権
行
使
に
よ
っ
て
総

会
が
成
立
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　
昨
年
の
総
会
以
降
に
ご
逝
去

さ
れ
た
1
1
2
名
の
会
員
に
追

悼
の
意
が
表
さ
れ
、
勲
章
・
褒

章
受
章
者
、
学
術
賞
受
賞
者
へ

の
慶
祝
の
意
が
表
さ
れ
た
。
総

会
議
事
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
幹

医学振興銀杏会総会開く医学振興銀杏会総会開く令　和令　和
三年度三年度

医学部前献花の集合写真

第33回医学振興銀杏会シンポジウム開催のご案内
開催日　令和3年10月22日（金）　午後3時開会
会　場　銀杏会館3階　阪急・三和ホール
テーマ　「新型コロナウイルス感染症の現状と未来」
　　　［コーディネーター］　　　　　　　　
　　　　樂木宏実先生（大阪大学　教授、老年・総合内科学）
　　　　朝野和典先生（大阪健康安全基盤研究所　理事長）
［講演］　朝野和典先生「COVID-19を中心とした感染症全般」

忽那賢志先生「感染制御」
浅田留美子先生「COVID-19と地域医療対策」
内山昭則先生「コロナ禍の救命医療」
熊ノ郷淳先生「COVID-19の医学研究最前線」

講演後、Q＆A、コーディネーター総括
（要旨）新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、ワクチンの普及によってようやく以
前の社会生活を取り戻せるだろうと期待されています。一方で、ゼロコロナの達成は
難しく、これからも医療機関はWithコロナでの診療を続けなくてはなりません。また、ワ
クチンをブレイクスルーする変異ウイルスによってワクチンの効果が無に帰する可能性
や、コロナ後の新興感染症への備えも必要です。COVID-19を振り返り、ポストコロナ
を見据えた医療現場の在り方を議論したいと考えています。

※参加ご希望の方は、事務局までお問い合わせください。

奨学金採択者の紹介を受ける吉川理事長

夫
理
事
よ
り
前
年
度
の
事
業
・

収
支
決
算
報
告
、
早
石
雅
宥
監

事
よ
り
会
計
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
令

和
三
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

が
報
告
さ
れ
た
。
本
日
で
任
期

が
満
了
す
る
役
員
に
代
わ
る
次

期
の
役
員
が
承
認
さ
れ
、
来
年

の
総
会
に
お
け
る
代
議
員
の
改

選
に
向
け
た
代
議
員
選
出
管
理

委
員
も
承
認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
渡
邉
幹
夫
理
事
よ

り
2
0
2
0
年
度
ご
寄
附
の
報

告
、
森
井
英
一
理
事
よ
り
地
域

医
療
に
関
す
る
研
究
助
成
の
採

択
者
３
名
、
学
友
会
奨
学
金
採

択
者
15
名
、
岸
本
基
金
奨
学
助

成
金
採
択
者
12
名
が
報
告
さ
れ

た
。（
氏
名
等
は
５
面
参
照
）例

年
会
場
に
て
ご
報
告
を
お
願
い

し
て
い
る
学
内
現
状
報
告
は
２

〜
３
面
の
記
事
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

馬
場
幸
子（
平
16
）

「研究助成の公募」は、12面に掲載しております。
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学
友
会
の
会
員
の
先
生
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
医
学
系
研
究
科
の
活
動

に
常
日
頃
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
５

月
の
「
総
会
」
に
て
、「
学

内
報
告
」
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
が
恒
例
で
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
そ
れ

が
か
な
い
ま
せ
ん
の
で
、
紙

面
に
て
以
下
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
４
月
か
ら
新
し
い
執
行
部

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま

す
が
、
医
学
系
研
究
科
は
、

部
局
評
価
、外
部
資
金
獲
得
、

優
秀
な
学
部
・
大
学
院
生
の

確
保
な
ど
様
々
な
対
応
や
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
直
近
の
課
題
だ
け
で

な
く
、
急
速
な
変
容
を
遂
げ

る
研
究
手
法
や
医
学
の
ニ
ー

ズ
、
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
し

て
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
、
そ
の
中
で
、
如

何
に
し
て
途
切
れ
る
こ
と
な

く
人
材
育
成
、
研
究
を
継

続
・
発
展
さ
せ
る
か
、
未
来

を
見
据
え
て
の
対
応
が
必
要

な
時
期
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　
新
執
行
部
で
は
、
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
獲
得
等
を
目
指

し
た
研
究
担
当
副
研
究
科
長

（
筆
頭
）と
し
て
、
西
田
幸
二

教
授（
眼
科
学
）、
学
位
取
得

に
関
す
る
検
討
を
念
頭
に
教

育
担
当
の
副
研
究
科
長
と
し

て
金
井
好
克
教
授（
生
体
シ

ス
テ
ム
薬
理
学
）、
ま
た
産

学
連
携
の
共
同
研
究
・
共
同

研
究
講
座
設
立
の
担
当
の
副

研
究
科
長
と
し
て
藤
本
学
教

授（
皮
膚
科
学
）、医
工
連
携
、

他
学
部
連
携
担
当
の
研
究
科

長
補
佐
と
し
て
貴
島
晴
彦
教

授（
脳
神
経
外
科
学
）、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
学
生
教
育
な
ど
の

担
当
の
研
究
科
長
補
佐
と
し

て
渡
部
健
二
教
授（
医
学
科

教
育
セ
ン
タ
ー
）、
ま
た
情

報
科
学
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

マ
テ
ィ
ク
ス
の
担
当
の
研
究

科
長
補
佐
と
し
て
岡
田
随
象

教
授（
遺
伝
統
計
学
）〜
と
い

う
布
陣
を
組
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
生

方
は
既
に
、
ご
担
当
関
連
の

種
々
の
組
織
の
長
も
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
様
々

な
事
項
に
そ
の
場
そ
の
場
で

迅
速
に
ご
対
応
し
て
い
た
だ

け
る
体
制
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
学
友
会
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、

引
き
続
き
ま
し
て
の
ご
支

援
、
ご
協
力
、
何
卒
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

医
学
系
研
究
科
長

医
学
部
長熊

ノ
郷　
淳（
平
３
）

　
C
O
V
I
D

－
19
で
あ
っ
と

い
う
間
の
1
年
で
あ
っ
た
。

2
0
2
0
年
4
〜
5
月
に
は
、
欧

米
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
医

療
崩
壊
に
な
る
の
で
は
、
と
い
う

パ
ニ
ッ
ク
が
起
き
た
。
P
C
R
検

査
や
P
P
E
の
不
足
は
深
刻
で
あ

り
、
手
術
も
30
%
削
減
し
て
備
え

た
が
、
今
思
え
ば
患
者
数
は
そ
こ

ま
で
多
く
は
な
か
っ
た
。
8
月
の

第
２
波
で
は
I
C
U
を
個
室
6
床

か
ら
開
放
10
床
に
し
た
が
、
そ
れ

で
も
追
い
つ
か
な
く
て
大
阪
府
ま

で
直
談
判
に
行
っ
た
。
12
月
〜
1

月
の
第
3
波
で
は
I
C
U
開
放
10

床
で
は
追
い
つ
か
ず
に
更
に
増
や

す
か
、と
い
う
議
論
に
な
っ
た
が
、

増
床
の
代
わ
り
に
大
阪
重
症
コ
ロ

ナ
セ
ン
タ
ー
へ
の
人
材
派
遣
を
行

う
こ
と
と
し
、
医
師
、
看
護
師
を

派
遣
し
て
同
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ー

ト
を
可
能
に
し
た
。
4
月
に
は
朝

野
教
授
、
嶋
津
教
授
が
退
任
さ
れ

て
不
安
一
杯
の
中
で
第
4
波
が

襲
っ
て
き
た
。
想
像
を
絶
す
る
ス

ピ
ー
ド
で
広
が
り
4
月
1
日
の
時

点
で
10
床
で
あ
っ
た
重
症
病
床
を

14
床
23
床
そ
し
て
5
月
1
日
に
は

阪
大
病
院
の
全
て
の
I
C
U
30
床

を
コ
ロ
ナ
専
用
と
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
移
植
や
大
手
術
が
行
え

な
く
な
る
の
で
、
こ
の
間
本
当
に

不
安
で
一
杯
で
あ
っ
た
が
、
何
と

か
今
は
重
症
患
者
も
半
減
し
て
い

る
。

　
こ
れ
に
は
大
阪
府
か
ら
の
増
床

の
要
望
も
あ
っ
た
が
、
決
定
的
で

あ
っ
た
の
は
中
等
症
病
院
の
悲
鳴

で
あ
っ
た
。
挿
管
ま
で
は
自
分
た

ち
で
し
て
い
る
が
E
C
M
O
が
で

き
な
い
と
助
か
ら
な
い
、
ま
だ
50

代
な
の
に
何
と
か
阪
大
で
取
れ
な

い
も
の
か
？
医
師
に
と
っ
て
最
も

大
き
な
ス
ト
レ
ス
は
助
け
る
方
法

が
あ
る
の
に
そ
れ
を
実
行
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。ど
の
病
院
と
か
、

誰
が
見
る
と
か
関
係
な
い
、
助
け

た
い
、
た
だ
そ
の
一
心
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
声
に
突
き
動
か
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
世
間
を
敏
感
に

察
知
し
て
か
、
不
思
議
と
院
内
で

も
反
対
意
見
は
な
か
っ
た
。

　
根
本
的
な
過
ち
は
、
こ
れ
ま
で

何
度
も
経
験
し
な
が
ら
、「
こ
の

程
度
の
波
で
あ
れ
ば
今
回
と
同
じ

対
応
で
乗
り
切
れ
る
、
そ
も
そ
も

次
の
波
は
小
さ
く
抑
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。」
と
根
本
的
な
対
策
を
せ

ず
、
第
4
波
で
は
非
常
に
多
く
の

犠
牲
を
出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

1
年
前
か
ら
こ
の
波
が
来
る
の
が

分
か
っ
て
い
た
ら
も
っ
と
人
材
育

成
や
病
室
整
備
に
尽
力
で
き
た
と

思
う
。
今
、
私
の
頭
の
中
で
は
第

4
波
の
3
割
増
し
ぐ
ら
い
ま
で
は

想
定
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
正

直
言
っ
て
2
倍
が
き
た
ら
と
て
も

耐
え
る
自
信
は
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
以
外
で
は
働
き
方
改
革
、

病
院
再
開
発
な
ど
も
重
要
な
事
業

が
残
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
事
業

に
お
い
て
、
想
定
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
最

悪
の
事
態
を
想
定
し
て
準
備
す
る

の
が
病
院
長
の
責
務
で
あ
る
。
あ

と
1
年
を
切
っ
た
が
残
り
の
任
期

を
大
過
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

医
学
部
附
属
病
院　
病
院
長

土
岐
祐
一
郎（
昭
60
）

医
学
部
医
学
科
の
学
内
報
告
に
つ
い
て

医
学
部
医
学
科
の
学
内
報
告
に
つ
い
て

医
学
部
附
属
病
院
の
学
内
報
告
に
つ
い
て

医
学
部
附
属
病
院
の
学
内
報
告
に
つ
い
て

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
1
年
を
振
り
返
っ
て
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令
和
2
〜
3
年
度
の
保
健

学
科
の
現
況
に
関
し
て
、
ご

報
告
致
し
ま
す
。
今
年
３
月

で
、
設
立
当
初
か
ら
の
教
授

の
姿
が
消
え
、
４
月
に
は
保

健
学
科
第
一
期
生
か
ら
初
の

教
授
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま

さ
に
新
し
い
保
健
学
科
の
時

代
を
迎
え
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
特
色
あ
る
活
動
と
し

て
は
、
平
成
28
年
に
設
置
し

た
ボ
ー
ダ
レ
ス
デ
ザ
イ
ン
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー（
保
健
学

科
設
置
20
周
年
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
）が
一
つ
の
起
爆
剤

と
な
り
、
医
学
科
と
は
少
し

異
な
っ
た
実
学
研
究
を
大
き

く
展
開
で
き
た
こ
と
で
す
。

一
方
、
多
く
の
医
療
従
事
者

を
世
に
輩
出
し
つ
つ
も
、
論

文
数
、
F
W
C
I
と
も
に

十
二
分
の
実
績
を
出
せ
ま
し

た
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
社

会
活
動
と
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
初

期
に
、
国
際
連
携
し
て
き
た

中
国
の
大
学
か
ら
も
ら
っ
た

マ
ス
ク
２
５
０
０
０
枚
を
、

医
学
部
附
属
病
院
と
学
内
全

体
に
提
供
し
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
に
企
画
し

た
保
健
学
科
若
手
教
授
10
名

に
よ
る
「
保
健
学
科
次
の
10

年
を
考
え
る
会
」
と
長
年
の

ツ
イ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

の
活
動
が
融
合
し
た
形
で
、

IH
D
i 

（Integrated 
H
e
a
lth

 
D
e
s
ig
n 

initiative

）を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。IHDi

は
、
看
護
、

放
射
、
検
査
の
３
専
攻
が
一

体
化
し
、
新
た
な
時
代
を
拓

く
大
き
な
研
究
構
想
と
言
え

ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
／
超

高
齢
化
時
代
を
迎
え
て
、
真

の
健
康
を
問
う
と
い
う
大
き

な
目
標
を
か
か
げ
、
医
学
科

と
と
も
に
研
究
科
を
発
展
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻

長

三
善
英
知（
昭
61
）

　
教
育
面
で
は
、
大
学
院
生
へ
の
経

済
支
援
や
各
種
の
具
体
的
な
支
援
策

を
検
討
、
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
令

和
2
年
度
、
基
幹
講
座
に
所
属
す
る

3
年
次
以
上
の
学
生
全
員
に
一
人
当

た
り
年
間
60
万
円
程
度
の
Ｒ
Ａ
経
費

を
措
置
し
た
。
留
学
生
支
援
と
し
て

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
英
語
化
や
事

務
の
英
語
対
応
な
ど
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
、
正
規
学
生
に
占
め
る
外
国

人
留
学
生
の
割
合
が
増
加
し
、
２
０

２
１
年
度
当
初
で
27
％
と
な
り
理
系

部
局
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
大

学
院
生
に
お
け
る
女
性
比
率
は
２
０

２
１
年
度
当
初
40
％
、
女
性
教
員
割

合
も
前
年
度
の
22
・
８
％
か
ら
、

25
・
８
％
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
も
理
工
系
で
は
高
水
準
で
あ
る
。

本
研
究
科
は
、
本
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
を
牽
引
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

　
研
究
に
お
い
て
は
、
過
去
5
年
科

研
費
が
教
員
一
人
当
た
り
平
均
８
９

６
万
円
／
年
で
阪
大
内
部
局
一
位
で

あ
っ
た（
２
０
２
０
年
度
時
点
）。
成

果
報
告
の
総
数
は
英
語
論
文
で
１
５

７
報
、共
同
研
究
は
国
内
１
７
４
件
、

国
外
47
件
を
数
え
る
。
産
学
連
携
面

で
は
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ

の
兼
業
件
数
４
件
、
国
際
特
許
出
願

数
は
5
件
と
な
っ
て
い
る
。

・
２
０
２
０
年
以
降
の
顕
著
な
成
果

マ
ウ
ス
性
決
定
遺
伝
子Sry

の
全
貌

を
つ
い
に
解
明（Science,

立
花
研
）

傷
つ
い
た
リ
ソ
ソ
ー
ム
を
修
復
す
る

新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
発
見（Nat.

Cell Biol.,

吉
森
研
）

動
物
の
ふ
し
ぎ
な
模
様
、
ど
う
し
て

で
き
る
？（Sci. Adv., 

近
藤
研
）

世
界
初
。
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス
独
自

の
細
胞
分
裂
機
構
を
解
明（Nat. 

Commun.,

深
川
研
）

副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
骨
量
を
増
加

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明（Nat. 

Commun.,

石
井
研
）

RNA

に
よ
る
核
内
構
造
体
形
成
の

新
た
な
し
く
み
を
発
見（EMBO,

廣

瀬
研
）

細
菌
の
“毒
針
”
は
「
膜
電
位
」
の

上
昇
で
動
き
出
す（PNAS,

難
波

研
）

大
学
院
生
命
機
能
研
究
科

研
究
科
長吉

森　
保（
昭
56
・
阪
大
理
）

　
微
生
物
病
研
究
所
は
１
９
３

４
年
の
設
立
以
降
、
感
染
症

学
・
免
疫
学
・
腫
瘍
学
を
中
心

に
医
科
学
分
野
の
研
究
を
牽
引

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
２
０
０

９
年
文
部
科
学
省
共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点（
微
生
物
病
研

究
所
共
同
研
究
拠
点
）認
定
以

降
は
、
病
原
資
源
室
に
お
け
る

病
原
体
株
収
集
と
分
与
、

Ｂ
Ｓ
Ｌ
２.
３
実
験
室
を
備
え

た
感
染
動
物
実
験
施
設
・
感
染

症
共
同
実
験
室
、
次
世
代
シ
ー

ケ
ン
サ
ー
や
シ
ン
グ
ル
セ
ル
解

析
な
ど
の
網
羅
的
な
オ
ミ
ク
ス

解
析
を
展
開
す
る
ゲ
ノ
ム
解
析

室
、
遺
伝
子
改
変
動
物
作
製
支

援
お
よ
び
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス
を
展
開
す
る
遺
伝
情

報
実
験
セ
ン
タ
ー
を
始
め
、
研

究
所
に
集
結
す
る
研
究
資
源
を

所
内
外
へ
広
く
提
供
し
、
本
研

究
所
に
お
け
る
医
科
学
研
究
の

遂
行
の
み
な
ら
ず
国
内
外
に
お

け
る
先
端
的
研
究
の
発
展
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
対
し
て
は
、「
新
興
感

染
症
対
策
研
究
グ
ル
ー
プ
」
を

発
足
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
機
序

解
明
と
治
療
法
・
予
防
法
の
開

発
に
向
け
た
研
究
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
次
に
流
行
し
得
る

新
興
・
再
興
感
染
症
に
も
即
座

に
対
応
可
能
な
研
究
開
発
体
制

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
更
に
、

一
般
財
団
法
人
阪
大
微
生
物
病

研
究
会
と
協
働
し
、
国
産
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
に
む
け
て
研
究
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
該
関
連
分
野
の
研
究
を
大

き
く
発
展
さ
せ
、
人
類
を
感
染

症
の
脅
威
か
ら
守
る
有
効
な
手

段
を
開
発
す
る
た
め
に
は
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
共
創

体
制
の
構
築
が
必
須
で
す
。
本

研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て

き
た
主
要
な
感
染
症
研
究
関
連

拠
点
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
、
先
端
的
研
究
の
推
進
と
と

も
に
感
染
症
対
策
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
強
化
に
向
け
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

微
生
物
病
研
究
所
所
長

岡
田
雅
人（
昭
56
・
京
大
理
）

医
学
部
保
健
学
科
の
学
内
報
告

医
学
部
保
健
学
科
の
学
内
報
告

に
つ
い
て

に
つ
い
て

生
命
機
能
研
究
科
の
学
内
報
告

生
命
機
能
研
究
科
の
学
内
報
告

に
つ
い
て

に
つ
い
て

微
生
物
病
研
究
所
の
学
内
報
告

微
生
物
病
研
究
所
の
学
内
報
告

に
つ
い
て

に
つ
い
て
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（任期：2021年5月29日より2年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時社員総会終結の時まで）

※顧問の任期は、医学部長・病院長の任期終了まで

2020年度　秋の叙勲
紫綬褒章　　澤　芳樹（昭55）
瑞宝中綬章　越智隆弘（昭41）
瑞宝中綬章　塩崎　均（昭45）
瑞宝中綬章　和田明彦（昭46・横浜市大医）
瑞宝中綬章　林　紀夫（昭47）
瑞宝小綬章　久富充廣（昭46）
瑞宝小綬章　吉岡敏治（昭46）
瑞宝双光章　富山要介（昭35）
瑞宝双光章　上田義博（昭40・金沢大医）

2021年度　春の叙勲
瑞宝中綬章　荻原俊男（昭43）
瑞宝中綬章　高井義美（昭49・神戸大医）
瑞宝双光章　北山勘解由（昭28・奈良医大）

2020年度　秋の受賞
大阪科学賞　石井　優（平10）
大阪医師会医学教育功労者　
　　　　　　　　　嶋津岳士（昭55）
大阪医師会医学教育功労者　
　　　　　　　　　朝野和典（昭59・長崎大医）
救急医療功労者大阪府医師会長表彰　
　　　　　　　　　澤田　達（昭63・鳥取大医）
日本学術振興会賞　岡田随象（平17・東大医）

2021年度　春の受賞
日本学士院賞　岩井一宏（昭60・京大医）

（発表日順）

役職 卒年 氏　名
理事長 昭 54 吉川　秀樹

副理事長（総務） 昭 54 金倉　　譲
副理事長（財務） 昭 56 米田　悦啓
副理事長（事業） 昭 59 樂木　宏実

業務執行理事（学術） 昭 55 冨田　尚裕
理事 長崎大医 昭 59 朝野　和典
理事 昭 60 梶本　佳孝

業務執行理事（情報） 昭 60 北川　　透
理事 昭 63 山本　晴子
理事 平 01 真野　敏昭

業務執行理事（助成） 平 04 森井　英一
理事 平 04 八木　秀司

業務執行理事（会計） 平 05 渡邉　幹夫

役職 卒年 氏　名
業務執行理事（広報） 平 06 日比野　浩
業務執行理事（庶務） 平 14 岡﨑　周平
業務執行理事（広報） 平 16 馬場　幸子

理事 平 17 田中　聡司
業務執行理事（庶務） 平 17 大和　　彩
業務執行理事（学術） 平 18 山本　琢磨

監事 昭 42 早石　雅宥
監事 昭 42 山西　弘一
監事 昭 53 三木　善次
監事 平 05 藤本　美穂
監事 平 05 三好　智満
顧問 昭 60 土岐祐一郎
顧問 平 03 熊ノ郷　淳

現代議員の任期は来年の定時社員総会終結をもって満了いたします。詳細
につきましては、代議員選出管理委員会からの公示文章、同封別紙「代議
員への立候補・候補者ご推薦のお願い（公示）」をご覧ください。

代議員選挙について

寄　附　御　礼
　令和3年4月7日から6月17日までに、20,000円のご寄附を頂き、誠に有難うございました。公益社
団法人への移行に伴い、平成23年4月より当会へのご寄附は個人・法人とも税金控除の対象となって
おります。詳細に関しては、事務局までお問い合わせください。

木村正治先生（阪大医　昭26）より、20,000円をご寄附頂きました。

今年度より税額控除が選択できるようになりました
7月14日より当会は、寄附金に対してより有利な控除である税額控除制度が選択できる団体として
認定されました。
多くの先生方に寄附手続き書類をご請求いただいておりましたが、上記認定日より前のご寄附に
は税額控除が選択できず、ご寄附いただいた先生の不利になる可能性があるため、書類の発送を
控えておりました。
ご請求いただいた先生方には順次発送しておりますので、手続きをよろしくお願い申し上げます。

新 役 員
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助成事業採択者一覧（敬称略。令和3年5月29日総会での授与式は中止いたしました）
1.　2020年度　地域医療に関する研究助成、3件、各50万円
石津谷祐：社会経済的地位が尿路性器癌の予後に与える影響：大阪府癌登録を用いたレジストリ研究
高野浩司：神経膠腫患者における分子分類毎の最適な手術戦略の確立
林　覚史：ウェアラブルデバイスを用いた周術期管理指標の探索的検討
2.　2021年度　学友会奨学金採択者、15件、各20万円
学部学生：伊東直弘、奥田健太、金子博光、田中建太、野村悠介、西村謙佑、松木優治、水上史統
大学院生：石橋亜衣里、高　琪、蔡虹琳、高島剛志、DELLY Chipta LESTARI、山浦港生、弓矢真穂
3.　2021年度　岸本基金奨学助成金採択者、12件　1年次：60万円　2年次～6年次：120万円
（1年次）川村　慧（2年次）大塚悠平、榊　渓、鍔本侑志（3年次）炭谷直希、竹内大貴（4年次）佐藤慶彦（5年次）柳楽大樹、山崎隆一郎
（6年次）梅木佑夏、佐伯壮一朗、浜野彰太
4.　2020年度　国際学術交流助成事業
COVID-19感染拡大による影響で、対象者なし

ホームページでも公開しております。ホームページアドレス→http://www.ichou.or.jp/joho.html

公益社団法人　医学振興銀杏会
正味財産増減計算書

2020年4月1日から2021年3月31日まで （単位：円）

科 目 当年度 前年度 当年度内訳
公益目的事業 共益事業 法人会計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部
（1）経常収益
基本財産運用益 400 603 400 0 0
特定資産運用益 8,358 9,033 8,099 259 0
受取会費 25,000,000 24,680,000 16,925,000 4,075,000 4,000,000
事業収益 365,000 248,000 315,000 50,000 0
受取寄附金 3,517,000 5,024,000 3,500,000 17,000 0
受取寄附金振替額 14,730,711 14,662,752 14,730,711 0 0
雑収益 10 281,036 10 0 0
他会計からの繰入額 0 0 0 0 0

経常収益計 43,621,479 44,905,424 35,479,220 4,142,259 4,000,000
（2）経常費用
支払助成金 19,107,600 20,650,000 18,900,000 207,600 0
支払寄附金 0 0 0 0 0
地域医療ネットワーク費 698,151 436,051 698,151 0 0
通信運搬費 2,458,844 2,664,964 469,977 1,366,535 622,332
印刷製本費 2,573,981 2,766,730 1,269,679 1,010,218 294,084
コンピューター費 191,126 68,487 191,126 0 0
給与手当 11,642,081 11,469,177 9,313,665 1,164,208 1,164,208
退職給付費用 1,590,000 620,000 1,272,000 159,000 159,000
福利厚生費 2,785,299 2,679,869 1,574,425 196,803 1,014,071
旅費交通費 458,196 477,113 364,426 45,355 48,415
消耗什器備品費 2,417 93,749 1,209 0 1,208
消耗品費 67,150 8,559 62,030 0 5,120
修繕費 0 0 0 0 0
光熱水料費 95,361 96,904 63,574 0 31,787
支払手数料 214,975 763,395 155,798 3,423 55,754
減価償却費 820,627 789,215 820,627 0 0
会議費 30,481 703,672 0 0 30,481
新聞図書費 9,958 16,377 0 0 9,958
研修費 331,696 642,191 331,696 0 0
雑費 20,780 22,800 0 0 200,780

経常費用計 43,098,723 44,969,253 35,488,383 4,153,142 3,457,198
評価損益等調整前当期経常増減額 522,756 △ 63,829 △ 9,163 △ 10,883 542,802
基本財産評価損益等 0 0 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0 0 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0
評価損益等計 0 0 0 0 0
当期経常増減額 522,756 △ 63,829 △ 9,163 △ 10,883 542,802
　2. 経常外増減の部
　　（1）経常外収益
　　　　固定資産売却益 0 0 0 0 0
　　　　経常外収益計 0 0 0 0 0
　　（2）経常外費用
　　　　固定資産売却損 0 2 0 0 0
　　　　経常外費用計 0 2 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 △ 2 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 522,756 △ 63,831 △ 9,163 △ 10,883 542,802
　　一般正味財産期首残高 88,294,276 88,358,107
　　一般正味財産期末残高 88,817,032 88,294,276
Ⅱ　指定正味 産増減の部
　  受取寄附金等 23,466,503 21,411,500 23,466,503
　  一般正味財産への振替額 14,730,711 14,662,752 14,730,711
　  当期指定正味財産増減額 8,735,792 6,748,748 8,735,792
　  指定正味財産期首残高 48,365,698 41,616,950 48,365,698
　  指定正味財産期末残高 57,101,490 48,365,698 57,101,490
Ⅲ 正味財産期末残高 145,918,522 136,659,974
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新
薬
は
有
効
性
と
安
全
性
を
治
験

に
よ
り
確
認
し
承
認
さ
れ
る
。
し
か

し
、
治
験
は
参
加
希
望
者
全
員
が
受

け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
基

準
を
満
た
し
た
者
だ
け
が
組
み
入
れ

ら
れ
、
そ
の
集
団
で
の
結
果
で
承
認

さ
れ
る
。
ま
た
、
併
用
す
る
薬
に
も

制
限
が
加
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
そ
の
薬
が
承
認
さ
れ
市
販

さ
れ
る
と
、
治
験
時
の
基
準
に
合
致

し
な
い
患
者
へ
の
投
与
や
併
用
禁
止

薬
も
使
わ
れ
、
実
際
の
使
用
状
況
は

冶
験
時
と
か
な
り
異
な
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
薬
の
本
当
の

有
効
性
、
安
全
性
は
、
リ
ア
ル
ワ
ー

ル
ド（real w

orld, R
W

）、
実

臨
床
で
の
評
価
が
必
要
と
な
る
。

R
W
で
の
研
究
は
昔
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
が
、
紙
カ
ル
テ
の
時
代
で
は
大

規
模
な
研
究
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
近
年
、
医
療
に
お
け

る
電
子
化
が
進
み
、
R
W
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
平
成
8
年
頃
に
阪
大
病
院
の

治
験
審
査
委
員
会
委
員
と
な
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
治
験
の
管
理
等

に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
10
年

に
国
立
大
阪
病
院
に
異
動
後
も
、
国

立
病
院
や
厚
生
労
働
省
で
の
治
験
・

臨
床
研
究
に
関
す
る
検
討
会
等
に
参

加
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
R
W
研
究

の
重
要
性
を
認
識
し
、
平
成
24
年
3

月
に
公
表
さ
れ
た
「
臨
床
研
究
・
治

験
活
性
化 

5
か
年
計
画
2
0
1
2
」

に
は
R
W
と
い
う
言
葉
を
組
み
込
も

う
と
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
ま
だ

R
W
と
い
う
言
葉
へ
の
認
識
が
薄

く
、
か
ろ
う
じ
て
「
開
発
段
階
の
、

厳
格
に
管
理
さ
れ
、
制
限
さ
れ
た
臨

床
試
験
で
は
見
い
出
し
得
な
か
っ
た

結
果
が
、
市
販
後
に
お
い
て
合
併
症

や
併
用
薬
の
相
互
作
用
等
に
よ
り
、

高
頻
度
に
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。

従
っ
て
、
実
際
の
臨
床
に
お
け
る
医

薬
品
・
医
療
機
器
の
適
正
な
評
価
の

た
め
に
は
、
適
切
な
評
価
項
目
を
定

め
た
上
で
臨
床
デ
ー
タ
を
広
範
囲
に

収
集
し
解
析
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要

で
あ
る
。」
と
記
載
し
、
R
W
と
い

う
言
葉
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
米
国
F
D
A
が
治
験
に

R
W
デ
ー
タ
の
使
用
を
認
め
る
な
ど

の
結
果
、
国
内
で
も
R
W
研
究
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
た
が
、
R
W
と
い

う
言
葉
の
使
用
は
令
和
元
年
12
月
の

厚
生
科
学
審
議
会
臨
床
研
究
部
会

「
臨
床
研
究
・
治
験
の
推
進
に
関
す

る
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
版
と
り
ま
と
め
」
が
初

め
て
と
な
っ
た
。
実
に
10
年
近
く
要

し
た
こ
と
に
な
る
。

　
国
立
病
院
機
構
で
は
平
成
28
年
1

月
か
ら
機
構
内
病
院
の
電
子
カ
ル
テ

情
報
を
一
元
的
に
収
集
す
る
診
療
情

報
集
積
基
盤
を
形
成
し
、
現
在
、
71

病
院
か
ら
２
９
０
万
人（
年
30
万
人

を
追
加
）の
デ
ー
タ
を
集
積
し
て
い

る
。
こ
の
基
盤
は
R
W
研
究
の
た
め

の
デ
ー
タ
基
盤
で
あ
り
、
外
部
に
も

提
供
し
て
い
る
。

　
次
回
は
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ

ン
タ
ー
理
事
長
の
大
津
欣
也
先
生

（
昭
58
）に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

国
立
病
院
機
構　
理
事
長

楠
岡
英
雄（
昭
50
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

第
４
波
が
少
し
収
束
に
向
か
っ
て
い

る
時
期
で
あ
る
が
、
我
国
の
病
院
医

療
の
問
題
点
が
あ
か
ら
さ
ま
に
な
っ

て
き
た
。
様
々
な
所
で
議
論
さ
れ
て

い
る
の
で
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ご

容
赦
願
い
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
患
者
、
特
に
重
症
者
の

受
け
入
れ
病
床
が
無
く
な
り
、
医
療

崩
壊
と
い
う
言
葉
が
世
の
中
を
飛
び

交
っ
て
い
る
。
我
国
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
数
、
重
症
者
数
は

世
界
的
に
見
て
も
そ
ん
な
に
多
く
な

い
の
に
、
で
あ
る
。

　
我
国
の
人
口
千
人
当
た
り
の
急
性

期
病
床
数
は
世
界
一
で
あ
る
の
に
受

け
入
れ
病
床
が
足
り
な
い
の
で
あ

る
。
我
国
の
病
院
は
、
そ
の
70
％
が

民
間
病
院
で
あ
り
、
そ
の
70
％
が
２

０
０
床
未
満
で
あ
る
。
比
較
的
規
模

の
大
き
く
な
い
病
院
が
多
い
の
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
の
受
け
入

れ
で
、
病
床
稼
働
率
は
10
〜
20
％
低

下
し
て
い
る
病
院
も
多
い
と
聞
い
て

い
る
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者

の
入
院
は
公
立
・
公
的
病
院
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
病
床
数

が
多
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患

者
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
病
院
に

も
、
受
け
入
れ
は
次
第
に
広
が
っ
て

い
る
。
但
し
、
補
償
が
絶
対
条
件
で

あ
る
。
ま
た
、
病
院
間
の
提
携
・
協

力
の
体
制
構
築
も
必
要
で
あ
る
。

　
従
来
、
我
国
の
感
染
症
対
策
の
中

心
は
感
染
者
患
者
の
隔
離
で
あ
り
、

重
症
者
へ
の
集
中
治
療
は
あ
ま
り
重

点
が
置
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
施
設

設
備
、
人
員
配
置
は
重
症
者
の
治
療

の
た
め
に
は
十
分
で
は
な
い
。ま
た
、

治
療
法
の
あ
る
感
染
症
患
者
の
入
院

で
あ
る
点
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

と
の
違
い
で
あ
る
。
考
え
方
の
修
正

が
必
要
で
あ
る
。
今
回
、
感
染
症
へ

の
各
病
院
の
対
応
の
過
程
で
ス
タ
ッ

フ
の
不
足
は
少
し
は
改
善
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　
重
症
患
者
の
た
め
の
I
C
U
病
床

に
つ
い
て
は
、
我
国
の
I
C
U
病
床

数
は
欧
米
の
I
C
U
病
床
の
多
い
国

の
数
分
の
１
で
あ
る
。
疾
患
の
違
い

で
あ
ろ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患

者
を
I
C
U
に
収
容
し
た
場
合
、
通

常
の
I
C
U
患
者
よ
り
も
更
に
人
員

が
必
要
と
な
り
、
E
C
M
O
を
稼
動

さ
せ
る
と
更
に
人
員
、
特
に
専
門
職

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
我
国
の

I
C
U
病
床
は
術
後
管
理
に
多
く
使

用
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
病
院
に
分

散
し
て
い
る
。
必
ず
し
も
効
率
は
良

く
な
い
。
医
療
資
源
に
恵
ま
れ
た
東

京
都
内
の
規
模
の
大
き
な
病
院
で
す

ら
、
集
中
治
療
専
門
医
が
1
名
で

I
C
U
病
床
も
そ
ん
な
に
多
く
な
い

病
院
が
か
な
り
あ
る
。
専
門
医
不
足

で
あ
る
。
医
師
数
を
は
じ
め
、
専
門

職
が
少
な
い
の
に
病
院
数
が
多
い
、

医
療
資
源
が
分
散
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
緊
急
時
の
病
床
の
集
約
化
の
体

制
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の

第
４
波
で
は
、
大
阪
で
病
床
が
逼
迫

し
、
市
立
病
院
が
コ
ロ
ナ
患
者
専
門

病
院
に
特
化
す
る
と
い
う
対
策
が
と

ら
れ
た
。
中
等
症
ま
で
の
感
染
者
対

応
と
し
て
病
床
の
集
約
化
の
面
か
ら

こ
れ
も
一
方
法
で
あ
る
。

　
特
に
重
症
患
者
に
対
し
て
は
機
器

を
操
作
で
き
る
人
材
の
確
保
・
教
育

が
痛
感
さ
れ
る
。
今
後
、
定
期
的
に

継
続
し
た
研
修
が
必
要
で
あ
り
、
資

格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
へ
の
補
償
も
必

要
で
あ
る
。

　
問
題
点
は
は
っ
き
り
し
た
。
ス
タ

ッ
フ
と
集
約
化
で
あ
る
。
厚
生
労
働

省
の
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
さ
れ
て
い

る
が
、実
り
多
い
結
果
を
待
ち
た
い
。

米
田
正
太
郎（
昭
45
）

言
提

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
研
究

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

　
・
医
療
の
課
題

…その 161
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呼
吸
器
外
科
学
教
室
は
、
外

科
学
講
座
の
臓
器
再
編
成
が

進
み
2
0
0
7
年
に
新
講
座

と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
呼

吸
器
外
科
と
は
、
肺
・
気
管
・

気
管
支
・
縦
隔
・
胸
壁
・
横

隔
膜
な
ど
心
臓
や
食
道
以
外

の
、
呼
吸
器
に
か
か
わ
る
疾

患
の
手
術
治
療
を
行
う
診
療

科
で
あ
り
、
当
科
で
も
肺
癌

を
中
心
に
多
岐
に
渡
る
胸
部

外
科
領
域
の
手
術
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
肺
癌
手

術
は
全
国
で
年
間
４
万
例
以

上
実
施
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

1
9
3
0
年
に
旧
第
一
外
科

教
授
に
就
任
さ
れ
た
小
澤
凱

夫
先
生
が
1
9
3
8
年
に
日

本
外
科
学
会
に
お
い
て
発
表

さ
れ
た
「
肺
癌
に
対
す
る
肺

切
除
」
が
本
邦
で
の
最
初
の

肺
癌
手
術
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

局
所
麻
酔
平
圧
開
胸
下
に
左

肺
全
摘
術
が
な
さ
れ
術
後
長

期
生
存
例
と
し
て
報
告
さ
れ
、

こ
れ
は
G
r
a
h
a
m
先
生

が
世
界
で
は
じ
め
て
肺
癌
に

対
し
て
肺
全
摘
を
施
行
し
た

5
年
後
で
し
た
。
ま
さ
に
、

大
阪
大
学
で
の
呼
吸
器
外
科

の
臨
床
と
研
究
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
後
80
年
が
経
過

し
、
呼
吸
器
外
科
診
療
も
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

当
科
の
肺
癌
手
術
症
例
は

年
間
1
5
0
例
で
あ
り
、
そ

の
7
割
で
完
全
胸
腔
鏡
下
手

術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皮
膚

切
開
は
前
方
腋
窩
に
3
c
m

の
創
以
外
に
2
か
所
の
小
孔

を
加
え
た
計
3
か
所
で
あ
り
、

開
胸
器
を
使
用
し
な
い
こ
と

で
従
来
の
開
胸
手
術
に
比
べ

術
後
疼
痛
の
軽
減
と
早
期
離

床
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た

2
0
1
7
年
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
下
手
術
、
2
0
1
9
年

よ
り
一
つ
の
創
だ
け
で
手
術

操
作
を
行
う
単
孔
式
胸
腔

鏡
手
術
を
導
入
し
、
患
者

さ
ん
へ
の
負
担
を
さ
ら
に
減

ら
す
術
式
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
肺
癌
に
対
す
る

標
準
術
式
は
肺
葉
切
除
で
す

が
、
小
型
肺
癌
に
対
し
て
は

根
治
性
を
担
保
し
残
存
肺
機

能
の
温
存
を
考
慮
し
た
区
域

切
除
等
の
縮
小
手
術
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
最
新
の
三

次
元
画
像
解
析
ソ
フ
ト
を
用

い
て
術
前
に
症
例
固
有
の
手

術
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
さ
ら
に
術
中
に
イ
ン
ド

シ
ア
ニ
ン
グ
リ
ー
ン
併
用
赤

外
光
胸
腔
鏡
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て
解
剖
学
的
区
域
間
を
同

定
す
る
こ
と
で
、
複
雑
な
区

域
切
除
で
も
安
全
に
実
施
で

き
ま
す
。
縦
隔
腫
瘍
や
重
症

筋
無
力
症
に
対
し
て
も
内
視

鏡
・
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を

積
極
的
に
行
い
、
縦
隔
疾
患

に
対
す
る
低
侵
襲
手
術
を
開

発
し
て
き
ま
し
た
。
縦
隔
腫

瘍
に
つ
い
て
は
国
内
有
数
の

治
療
実
績
を
有
し
年
間
約
80

例
の
手
術
が
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
他
の
外
科
系
診
療
科

と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
一
般

病
院
で
は
切
除
が
困
難
な
胸

部
悪
性
腫
瘍
の
切
除
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
の
も
当
科

の
特
色
で
す
。
ま
た
、
当
院

は
肺
移
植
実
施
施
設
で
あ
り
、

2
0
0
0
年
に
国
内
初
と
な

る
脳
死
肺
移
植
が
当
院
で
実

施
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
計
77

例（
脳
死
肺
移
植
63
例
、
生
体

肺
葉
移
植
11
例
、
脳
死
心
肺

移
植
３
例
）の
実
績
が
あ
り
ま

す
。
脳
死
心
肺
移
植
は
国
内

実
施
例
す
べ
て
が
大
阪
大
学

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年
に
呼
吸
器
セ

ン
タ
ー
が
医
学
部
附
属
病
院

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
進
行

悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
診
療
に

は
、
内
科
・
外
科
に
放
射
線

診
断
・
治
療
科
を
併
せ
た
集

学
的
な
診
断
と
治
療
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
呼
吸
不
全

を
呈
す
る
肺
疾
患
の
診
断
や

肺
移
植
適
応
評
価
、
術
前
・

術
後
管
理
に
は
診
療
科
を
超

え
た
密
な
連
携
が
必
要
で
す
。

従
来
か
ら
合
同
検
討
会
に
お

い
て
個
々
の
患
者
さ
ん
に
最

適
な
治
療
方
針
を
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
入
院
病
棟
を
ひ

と
つ
に
す
る
こ
と
で
迅
速
か

つ
適
確
に
診
断
か
ら
治
療
に

移
行
で
き
ま
す
。
ま
た
、
呼

吸
器
疾
患
の
患
者
さ
ん
に
対

す
る
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
教
育
を
受

け
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た

看
護
師
・
理
学
療
法
士
が
と

も
に
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

　
呼
吸
器
外
科
学
教
室
で
は
、

肺
癌
・
胸
腺
・
移
植
・
再
生

医
療
の
基
礎
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
の
実
績
に
基
づ
く

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ

サ
ー
チ
の
実
践
に
力
を
入
れ
、

臨
床
研
究
中
核
病
院
、
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
、

A
I
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
あ
る
医

学
部
附
属
病
院
の
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
を
フ
ル
活
用
し
て
、
個

別
化
医
療
の
実
践
、
新
た
な
分

子
標
的
療
法
の
開
発
を
推
進

す
る
方
針
で
す
。
最
先
端
の
医

療
を
患
者
さ
ん
に
届
け
る
べ

く
、
大
阪
に
お
け
る
呼
吸
器
疾

患
の
診
療
研
究
拠
点
と
し
て

責
務
を
果
た
せ
る
よ
う
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

　

学
友
会
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
谷　
康（
平
７
）

療
紹

介

診

科

呼
吸
器
外
科


